
落葉小高木。枝は太く、新しい枝は葉柄とともに帯赤褐色の絨毛様星状毛を密生する。この毛は冬を経て
鱗片に化し、枝に残る。葉は大きく、長さ5.5-8.5cmになり、幅2-5.5cm、倒卵状楕円形ないし倒卵状長楕
円形、表面に秋まで残る星状毛を多生し、裏面はほとんど鱗片がなくて、帯黄褐色の星状毛を一面に密生
し、さらにその上に帯赤褐色の星状毛を散生する。葉柄は短く、長さ約5mmで太い。花期は4-5月。

分布の東限。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Elaeagnus  yoshinoi  Makino

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

姫路市、神河町、たつの市、上郡町、佐用町、養父市、朝来
市

■ 国内分布

本州（兵庫県、中国）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

グミ科

兵庫県ランク…ナツアサドリ
環境省ランク… －


